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多包虫感染に対する系統マウスの感受性について

多包条虫五Chb1戊0α'"$"hιhil0ι"1ιU'iぶ Leuckart,

1863 の小問宿主が粉もに翻歯類であり,単包条虫Edル

"0ι0ια6 gl・a"1ιOSι"(Batsch,1786)とは異なる種類で

あることが明らかになつたのは, Rausch and schHler

(1951,1956), vogel(1955), Yamasl.1ta eι'τ1.(1956,

1958a, b)らの研究によるところが大きい. Yomashita

" 4ι.(1958且)は10系統のマウスを含む,]0種の智歯

類の多包虫に対する感受性を大規模に調べ,マウス系統

問で顕著な感受性の差異が存在することをはじめて報

じ,さらに宿主側組織反応と多包虫の発育様式から,宿

主を 2型に分類した.また oh卜町a血i(1960)によつて

各種誓歯類での多包虫の発育が組織学的に調ぺられ,そ

の詳細が明らかになうた.また ohbaynshiand saka・

moto(1966)によって 1系統のマウスの雌推間で多包虫

感染に対して感受性が異なること,また筆者(1972)によ

つて1系統のヤウスで明瞭な年齢抵抗の存在することが

報じられた.

今回は,さらに年齢抵抗に関,る知見を拡げる意図

で,未調査系統を含め5系統の日齢の明らかなマウスを

用い,性別を考慮に入れて,感受性を調べた.
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北海道大学獣医学部家畜寄生山柄学教室

(昭和娼年8円27Π 立鎖)

3mm以上の褒胞を大型とし,肉眼的に判別できない程

度のものを含めてそれより小さいものを小型とした・

成績

病巣は CF粒壮櫛群91例に牌に認められたほかは

ナべて肝に限局していた.

1.感染率

装櫛群(感染時16~30臼怖, CF#1 で感染時16日齢早
4 例, SJL/J で19日齢き 3,早 4例以外は全て91~30日

棚),壮帥群(31~珊日断)および高齢群a佃日齢以上)の
3群に分け,雌雄別に TaNe1 にまとめた.感染率は
百分率で示した.

この表から,系統問に粘いて感染率は一様でないこと,

らに全体的傾向としては雌雄問に AKR, C57BL川,ム.

SJL/J では差はなく, A/He では雌が, CFキ1 では雄が
高い感染率を示したことがわかる.しかし一方では,感
染時日齢によって3群に分けて比較ナると,一部にこれ

らの傾向と合致しない群があろ.例えぱ, A/He 若齢群
では雄の感染率が高く, CF粒若齢群では性差がは0き

りしない.このような結果が真実を示していろのか,あ

ろいは例数の多少に基づく誤差なのかにっいては,ノナ後

の問題七して充分検討したい.

2.包虫の発育度

Yameshita " al,(19郭a)は詔歯類におけろ多包虫症

を2型に分類した.第1型としては虫体の発育が速く,

火型褒胞が月立ち,頭節形成は1.5~2力月で認められ,

しかも宿主ネ且織反応の弱いものをこれに属させた.これ

に反し,発育が遅く,主として小爽胞よりなり,頭節形

成に5 ~フ力月を要し,宿主ネ且織反応の強いものを戴Ⅱ

型とした.この分類にしたがえぱ, AKR は第1型に,

A旧e, C57BL/6, CF寺1 および SJ[σは第Ⅱ型に属し

たが,ただ SJL灯の若櫛群の牢やウスでは第1型であ

材料および方法

実験に供したヤウスは AKR, A/He, C57BL6, CF訂

および SJI_/J の 5系統である, AKR, A旧e および

釘UJは北海道大学理学部付属実験用動物研究室,また

CFキ1, C57BL/6 は実験動物中央研究所より,それぞれ

入手したものに由来する.とれら実験用マウスを 24゜C

の恒温の飼育室で繁殖し,3週齢で雜乳させ,個体記号

を付して雌雄別々に飼育した.実験的に維代多包虫(ア

ラスカ株)を犬に感染させて得た成虫から虫卵を採取し,

マウス 1頭あたり約330個を経口投」チ・した.マウスは血

卵投与後30,60,90日を経て放血殺し,肉眼的観察後,
ヘマトキシリン・エオジン染色よろ病理組織切片を作成

して顕微鏡的に多包虫の発青を調べた.本報告では径約

つた,
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a, AKR 系マウス(Figs.1,2
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今回尖験に使用Lた 5系統のヤウスのうち, AKR,

C57BL/6, CF#1 および SubstTaiD の異なろA系マウス

は既に Ynm部hi仏" ai. Q958田によつて感受性力圷岡

べられており,それぞれ100%,7996,1伽%,71%の感

染率が報じられていろ,彼等が用いたマウスの感染時月

齢は, AKR は4 力月, C57BL/6 は2 力月, CF#1 は

フ力月, Aは合マウスのみで4.5力月であつた.今回の

AKR, A/He ではほぽ伺じ感染率であつたが, CF#1

考
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褒胞は一般に火きく径 3~玲mm,包虫壁は薄い.若

齢群きヤウスでは感染後30日で既に未熟頭節が出現し.

90日後には充分に発青を遂け'た纛胞が認められた.しか

し壮齢,商齢群のヤウスでは印日後にはじめて少戡例に

未熟頭節が出現し,感染後90日を経ても成勲頭節は1例

も出現しなかつた.

b. C57BL/6 系マウス(Fig.3,4)

病巣はおもに径2mm以下の小爽胞の染合で,著Lい

多房化を示していた.感染後90日でも繁殖胞形成を認め

た伊"ネなかつた.

C. A/He 系マウス(Figs.5,6)

刑巣数は一般に少なく,10個以上のことはまれであつ

た.病巣の大きさは感染後30日では栗粒ないL麻尖大で

あつた.印,90日経過例の病巣の大きさは同一個体,群

でもぱ'らつきが目立ち,感染後90日でも粟粒ないし麻突

大のものが少なくなかつた,若齢鮮に六型爽胞の出現t

る例が多く,きマウスでは主として小型褒胞,早マウス

では少数の大型褒胞で形成される傾向を示していた.繁

殖胞は感染後30日では出現せ十,60日後に若齢群の古で

繁殖胞が,9で朱熟頭節がともにH列に認、められたにす

ぎない,また90日後では繁舶胞すら認められなか0た.

一方,成勲頭節はこれに反L,感染後90日で壮齢群の古

に2例,早で壮齢群と高齢群の各1例に認められた.

この系統においては繁殖胞,頭節形成は一様でなく,

同一個体,群の中でもぱらつきが芽明であつた,

d. CF#1 系マウス(F地S.フ,8)

大型艇胞は,きでは感染後90ヨにはじめて認められた

Over loo・
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が,一部の9では感染後30日で既に出現した.繁殖胞,

頭節形成は感染後60日で,若齢群の早に粉いて9例認め

られただけであつた.感染後90日において,き9七もに

16例中5例に繁殖胞が認められ,このうち合では全例

早では2例のみが頭節形成をともなうていた.また二 ,

成熟頭節は若齢群のき1例に認められたにすぎむい.

e. SJL/J 系マウス(Figs.9,10)

含では感染後90日で,径2mmを越える獲胞がごくま

れに出現したが,早では壮齢,高齢群で,径 0.5mm を

越える褒胞は抵とんど認められなかつた.ただ若齢群の

牢では径 3~5mmの大型礎胞が態染後印,90臼で出現

した.

病巣数は少なく,まれに20~30個,通常5個前後であ

つた.繁殖胞は感染後60日まではき9ともに認められな

かつた.きでは感染後90日でも認められなかつたが,若

齢群の9に頭節形成が4例中3例に認められ,そのうち

1例では成勲頭節が出現した.
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と C57BL/6 では逆の成1貰であつた.この原因を,使用

した多包虫が10数年にわたうて継代されたこと,また

C57BL.佑においても上記報告で扱われた系統を長捌間

に亘り,反凝繁殖させた一群であることに求めることは

早'計であろうが,一考の余地はあろう,しかしながら

CF訓においては両突験に用いられたマウスの感染時

羽齢に薯しい頼迩があることを考慮する必要がある七お

も力れる.

また型別において Yama5hi仏 eια1,(1958a)のそれ

を再確認した.一方 Yama511ita " al.(1963)は雌挫間

で型別の異なる系統のマウスをも郭じている.今回の5

系統のマウスのうち SJL灯は米調査の系統で,感染率

は最も低く,一般的に言えぱ亘型に属すろが,ただ早30

H棚以下の群(若肺群)で1型の様相を示していたこ七は

前記の牲別による型別の違いと老えあわせ,日齢の感受

纏におよぽす影粋が推i則される,この二とは AKR で

の繁殖胞,頭節形成に関して明臆であり,また従来,感

染後90日では繁殖胞すら認められなかつた CFキ1,A He

で既に感染後60日で来熟頭節,90日後には成熟頭節が出

現したものもあり,あらためて感受性に対する宿土の年

齢の重要性を認識させろ.

今回の異なろU齢のψウスを用いての感受性突験では

マウスの系統,性,感染時日齢の違いによつて感染率,

多包虫の発育に韮が山た.このことから考えて,今後や

ウスを用いての多包虫症の実験では,これら諸矧子を充

牙{ご捌邑に入れろ必要があろう.

らびに火朴正士助教授に深謝致しまナ.

むお本研究の要哲は第18回H本寄生虫学会北Ⅱ本支部

会において発衷した.

D Kamiya, H.U972): studies on eC11inococc05is
XX{V. Age di仟erence in re5i5tance t0 1Π・
Iection wlth EιノN'N0ι0ιC"S "1hlh'10C"1α1'iぶ in

AKR strain of mouse. Jap、 J.vet. Re$.,20,
69-76.

2) 011b研・ashi、 M.(196の: studies on echino・
COCC05is x、 Hist010gical observati0ミ1S on the
experimental cases of multiloculat eC11ino.
COCC05i5. Jap.1. vet. Re5.,8,134-160.

3) 01)bayashi, M. and sakamoto, T,(1966):
Studies on echinococcosis xvn. sex diHer・

in Te5istance to infection 肌'it11 三dιi110.ence

,」11ι1ιil0ιιil'U・is in uniform 5tTains of" 0ιCtis

Jap. J. vet. Res.,14,64 70.IT11Ce

4) Rauscl., R. and sC11i11田, E. L,a95D ● Hyda・
tid disease (Echinococcosis) in Alaska and
the ilnpottant of rodent interme〔1iate 110Sι5.
Science.113,57-58.

5 Raosch, R."nd sch111et, E. L.(1956)
Studies on the helminth {auna of Alaska

XXV.1he ec010gy and public health sig打i員・
Cance of Eι/jhloeocchs siιliricCπ針'S RaU5Ch &

Schi11er,1954, on st Lawrence lslaTld. para、
Sit010gy,46,395-419.

6) vog01, H.(1955): obet den Entwkklu"gs'
ZyklU5 Und die Attzugehδτigkeit de5 euroP註'
isC11en A1νeolereC11inococcus. Dt、八led.
、工15Cher.80,931-932.,

フ) YamaS11ita, J.,0111)aya511i,入'1.& Konno. S.
(195句: studie5 0n echinococcosis lv. EX'
Petimental infeCιion of the 、、'hire 丁110use.

Jap_ J. vet、 Res,,4,123-129

8) YamaS11ita, J.、 ohbayashi, M., Kitamura,
Y,, SU.uki, K.& okugi, M.(1953且)

echinococc05is V1Π、 Experi・Studies On

nlental cC11inococcosis multilocularis in

VaTious todents ; e5PeciaⅡy on the difference
Of SⅡ5CcptibHily ar"ong unifotm strain5 0f
t11e mouse. Jap.. J.气『et. RCS.,6,135-155.

9) Yama511ita, J.,011b砥'aS11i, M.& Kitalnuta,
Y,(1958b): studies on echinococcosis l×.
D班erence jn development of the tape・、votm

between Eιhi,10COCι"s grα井女10'討SStage

(Bat5Ch,1786) and 三.111ιι11il0ι!ι1ιIJ'is l,euckart,
1863. Jap.1. vet、 Res、,6,226-229,

10) Yamashita, J., ohb丑yashi,入1., sakamoto、
T., OTi11aTa, M., suzuki, K.& okugi、入1,

echinococcosis X1Υ(1963). studies On

約

文 献

虫卵経口投与によって多包虫に対,る5系統のマウス

の感受性を調べ次の:とが明らかとなつた.

1、感染率は AKR I00%, C57BL/697%, A/He

フ796, CFご1 71%およぴ SJι/J 46%であつた.

2. AKR, C57BL/6, SJL/]では雌雄ともほぽ伺じ

感染率であったが, CF#1 では雄が, A/He では出肋:商

い感染率を示ナ傾向が認められた.

3_マウスの系統,性,感染1】寺日齢によつて感染率,

多包虫の発青が一様でなく,これらマウスを用いての多

包虫症実験に際し,このことを考惑に入れなけれぱなら

オ'し、.

4. YamaS11ila ct "1.(19郭司が多包虫症に2型を区

別したが,本研究においてもこれを再碇認した.

稿を終えるにあたり,御批尊および御校開をいただい

た北海逃火学獣医学部家畜寄生虫病学教室Ⅱ1下次鄭教授

要



Further ob5ervations on the

SUゞceptiⅡιy to Erjlhιorotι"S

di仟eTence of

リ1刊ihlorh1α1'1S

OBSERVATIONS ON DIFFERENCE OF SUSCEPT1引UTY TO LARVAL

ECHINOCOCCUS 」1UιT1ιOCU^UUS AMONG UNIFORM

STRAINS OF THE MOUSE

The susceptibilities of 5 5trains of the mouse 、、・ere 5tudied by the ota1 血Oculation of em・

1)",ophores of 1牙r/jiJlor0ι'αιS 11,1'1h'10ι1'1ι11'is Leuckatt.1863. Results obtained are aS ι0】10、VS :ー

1. The 5Usceptibilities of AKR、 C57BL佑. A/He、 CF#1 and sJI、/J 、vete loo,97,フフ,71

nn(1 46%. respectively.

2. The f0ⅡOwiれg tendeTlcies in the susceptibiⅡty 鼠,ere o、served. sex di丘erence in Te、

5istance 、vas not evldent in AKR, C57BL6 and sJL/J. The re5istance,110wever,馴,a5 PTe・

domi"ant ln males of A/He. on the coTltTaTy, in cF,1.{emales S110訊'ed hi客11er resistance

t11an lnales.

3. T11e susceptibilities and deYelopme11t of the larl,al echinococcus wcre YaTiable among

Strains、 sexes and ages of the mice. consequently, these factors mU5t be taken 1Πto conside丁・

ecNnococc051S multⅡOCU】ar】s in lnicealion for experimentn11arvnl

among unHorm strains of the mouse. Jap, J,

Vet、 Res,,11,50-54.
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Explannlion of Figures

AⅡ t11e phot01"ictographs ate taken ftom 5ection5 Stainca 、vjt}1}1ematoxyⅡn and eosin、 an

t11e lesion at 90 days after 小e inocu】ation. Magni6Catlon X56

F地S.1 & 2. AKR strain

Fig.1 Female, jⅡYenile group, sho、、'ing 皐 fUⅡy de¥eloped cySι.

Fig.2 Femele, ptime group, sho、、'ing immature protoscolices
Fjg5.3 & 4. C57BL/6 Strain

Fig,3 入lale, NYenile group,5ho、vin痕 extensiYe multilocular Yesiculation in the necrotic area.

Fig.4 Male, prime group, showing hematojajn crystals in intercystic necrosed ndYeDtilious
tlS5Ue.

Fig5.5 & 6. A/He strain

F璃.5 Male, ptime group,6ho、、'ing mature prot05Colice5
Fig.6 入lale, ptime group, sho、、,jng an immntuTe protoscolex aT】d calci6Cation o m ercystiC ι{(・

Venti"ous tissue.

Figs.フ& 8. CFキ1 Strain

Fjg.7 Male, juvenile gTOUP. S110、、'ing fU11y de、,el01)e(1 Cyst wi111 matuTe protosco lce5.
Fig.8 Male, ptime gtoup,5110、、'ing 5ma11 Cy5tS 5UrroU11(1eιl by t11e epit11elioia ce11】ayer.

Figs、 9 & 10. SJL灯 Strain

Fig.9 Female. juvenile gTOUP, S110、Ying immature pr0105Colices.

Fig.10 Ma]e. prime group.゛110wing a cy5t 、vith severe host tissue teaction5.
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